
 

 

 

 

    

  

  令和２年春の褒章は、全苗連関係では次のとおり受章されました。 

  栄えある受章誠におめでとうございます。 

 

◎ 黄綬褒章   佐藤 孫一氏    （福島県農林種苗農業協同組合監事 ７９歳） 

 

  佐藤孫一氏プロフィール             

1941年（昭和 16年）生            

福島県会津美里町在住 

 

現 福島県農林種苗農業協同組合監事 

  （平成 20年～23年 同会津支部長） 

  （平成 19年～22年 同代表幹事） 

 

 平成 19年 森の名手・名人認定（国土緑化推進機構主催・森林づくり苗木づくり） 

 平成 27年 林野庁長官賞（苗畑品評） 

 平成 30年 農林水産大臣賞（苗畑品評） 

 

地元高校を卒業後、スギの苗木を生産していた家業を継ぎ、二代目として５０年以上苗木を生産し、

県内各地に苗木を出荷してきた。今までの苗木生産を振り返り、「スギの性質を深く知り、自然の営み

に逆らってはいけないことを学んだ。」また、「スギの苗木が思うように生育しない時には、苗畑に横に

なり何が足りないのかと苗木の気持ちになって考えた。」と、今までの苗木生産について語っていた。 

  東日本大震災で出荷が落ち込んだが、妻と共に粘り強く生産に励んだ。苗木生産の技術が高く評価さ

れ、平成３０年に農林水産大臣賞を受賞。現在は子供たちに苗木の生産から植林までを教える活動をし

ている。また、Uターン者らにも技術を伝えるなど、後継者の育成にも力を注いでいる。 

 最後に、林業一途に没頭する自分を支えて、ともに歩んでくれた妻に感謝したいと話していた。 

（文責；福島県農林種苗農業協同組合） 
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令和２年春の褒章は、 

福島県の佐藤孫一氏が黄綬褒章を受章 



  

 

      

新型コロナウイルス感染症対策本部等からの連絡事項等につきましては、情報があり次第速やかに全苗連 

ＨＰのインフォメーションにＵＰしていますので、そちらをご確認願います。 

また、新型コロナウイルス感染症の影響により種苗の生産等に支障が出る等があった場合は、速やかに全 

苗連までご連絡をお願いします。 

なお、緊急事態宣言を受け、全苗連事務局はテレワーク対応中ですので、ご理解のほどよろしくお願いい

たします。 

 

 

 

 

全苗連・苗組の行事予定 

5月 11日  林業薬剤協会理事会(学士会館）  

5月 12日  令和２年度全苗連理事会（ホテルメトロポリタン エドモント飯田橋）  

5月 22日  令和２年度全苗連通常総会（ホテルメトロポリタン エドモント飯田橋） 

6月 4 日  林業薬剤協会総会(学士会館）  

9月 3 日  第６回全苗連生産者の集い（福島県「とうほう・みんなの文化センター(福島県文化センター)」 

～4日 

 

新型コロナウイルス感染症への対応について 

  


